





































































































































	 月、花、松、舟、梦、洞、竹 煙等 十句去。
一、

























































































































等を硯蓋に入置、 水入を取て水入の座に水をこぼし、 水入 脇に置、次に一対の筆を取て」 （
八ウ）両方のほふしをぬき、筆を撰、筆先の
糊を、水入座にこぼしたる 、ひた とく也。口にて筆を解へからす。若又、 硯箱に筆そゝきあらは、 水入の座を用ゆるに及す。筆の糊解終りて、文台の筆かへしに筆を乗かけ置て、此時より始終筆は硯箱に入れぬものと心得へし。執 左の膝を立 右にを持、筆を下に置ぬ事 礼法なれ共、
九オ）終日の事なれは、折に

















あらは 始まらぬ先 一順とゝのへてよし。いつれにても、懐帋に書時、 賦物有之候哉と、 執筆より宗匠へ問ふものなり。
一、
		 執筆一順を書時、勝手より銘々硯を宗匠始連中に出す也。硯箱















































































































































































して、次に立人に一礼すへし。末々まて皆同し。連主拝し終座に着、宗匠か会頭か、執筆〳〵と呼ふ。執筆出て神拝し、 礼をなして短冊をそろへ、座順 通り、宗匠より次第〳〵に」 （
一七オ
）
読あける也。一枚つゝ、小指の間 はさむ。猶口伝。こと〳〵く読おはりて、硯蓋の中へ捧置也 本哥 時は 水引に閉る也。一拝して、執筆、 かへるなり。但
シ、探題なき時は、執筆〳〵


















































































	 題は、 初霞、 梅、 鶯の類よし。俗過たる題、 有へからす。尤、 恋、
名所等を入るも有。名所のほ は、雑しかるへし。又 横題にても慥成を撰へし。発句十句の内、雪、月 、名鳥等の景物あるへし。
一、


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































幹研究「近世における蔵書形成と文芸享受」 （代表・大高洋司） 、科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 「 「人を結びつける文化」としての俳諧 」 （研究課題番号二六三七〇二五九、代表・伊藤善隆）の研究成果の一部である。　
なお、本稿は、拙稿「季硯句集『松葉日記』―手錢記念館所蔵俳
諧資料（一）―」 （ 『山陰研究』第六号、 二〇一三年一二月） 、 同「翻刻 ・ 手錢記念館所蔵俳諧伝書 一）―手錢記念館所蔵俳諧資料（二）―」 （ 『湘北紀要』三五号、二〇一四年三月） 同「百蘿追善集『あきのせみ』 ―手錢記念館所蔵俳諧資料 （三） ―」 『山陰研究』 第七号、二〇一四年一二月） 、同「翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（ ）―手錢記念館所蔵俳諧資料（四）―」 （ 『湘北紀要』 六 、二〇一五年三月） 、同「衝冠斎有秀追善集『追善華罌粟』―手錢記念館所俳諧資料（五）―」 （ 『山陰研究』第八号、 二〇一五年一二月） 、 同「翻刻 ・ 手錢記念館所蔵俳諧伝書（三）―手錢記念館所蔵俳諧資料（六）―」 （ 『湘北紀要』三七号、 〇一六年三月） 、 同「椎の本花叔編『椎のもと』―手錢記念館所蔵俳諧資料 七 ―」 （ 『山陰研究』第八号、二〇一五年一二月） 、に続く研究成果である。
翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（四）
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８． 別紙 （裏） ・二二オ
９． 三六ウ・三七オ （巻末）
